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平成21年3月期第2四半期累計期間（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成20年５月15日付「平成20年３月期決算短信」の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成21年3月期第2四半期累計期間業績予想の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 （1）連結業績予想 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 4,402 162 145 74 

今回修正予想（Ｂ） 4,598 324 322 78 

増減額（Ｂ－Ａ） 196 162 177 4 

増減率（％） 4.5 100.0 122.1 5.4 

（ご参考） 

前期(平成20年3月期中間) 
3,992 77 102 25 

 

 （2）個別業績予想 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 3,847 119 122 72 

今回修正予想（Ｂ） 4,152 293 308 92 

増減額（Ｂ－Ａ） 305 174 186 20 

増減率（％） 7.9 146.2 152.5 27.8 

（ご参考） 
前期(平成20年3月期中間) 

3,372 43 87 38 

 



２．修正理由 

（１）第2四半期連結累計期間業績予想 

不織布関連事業におきましては、パルプ不織布原反の主力用途であるオシボリ用途やクッキングペ

ーパー用途が堅調に推移していること、加工品部門のクッキングペーパーでは前期獲得先の OEM 販売

が手堅く伸びていること、化合繊不織布も小規模ながら堅調に推移していること、また、紙関連事業

におきましては、衛生用紙が、国内の大人用オムツ需要に牽引されるとともに、子供用オムツ素材の

海外への積極的な販売活動により数量を伸ばしております。この結果、両事業とも当初予想より数％

前後増加する見込みであり、当第2四半期連結累計期間の売上高は4,598百万円（前回予想比196百

万円増）となる見込みであります。 

利益面につきましては、上記の売上増加にともない各工場とも生産量を引き上げており、運転効率

の改善および歩留まりの向上などにより製造原価の低減が図られ、営業利益は324 百万円（同162 百

万円増）、経常利益は322 百万円（同177 百万円増）と見込まれます。四半期純利益は、固定資産除

却損の計上、税金費用の増加および繰延税金資産の取崩し等から、78百万円（同4百万円増）となる

ことが見込まれますので、連結業績予想を修正するものであります。 

 

（２）第2四半期累計期間個別業績予想 

連結業績予想と同様の理由により売上高は4,152百万円（前回予想比305百万円増）、営業利益は293

百万円（同174百万円増）、経常利益は308百万円（同186百万円増）、四半期純利益は92百万円（同

20百万円増）となることが見込まれますので、個別業績予想を修正するものであります。 

 

３．通期の業績予想 

通期の業績予想につきましては、市場経済環境や原燃料価格の動向等をベースに見直しを進めてお

り、内容が確定しましたら速やかにお知らせいたします。 

 

 （注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後様々な要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


